
■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 写真は3回目かな？



■派遣人材（敬称略）

寺岡剛太 ・ 三浦紀夫 ・ 稲田浩司

■派遣計画の内容

 ・第１回次 事業計画を立てよう

・第２回次 現在の各事業を共有しよう

・第３回次 事業計画を作ろう

・第４回次 法人運営、理解運営をしよう

・第５回次 予備会

■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ① 初期設定



⇒ まあ、とりあえず全体の時間の使い方について見通しを立てますわな。
⇒ 初回派遣は派遣全体の下ごしらえ、みたいな感じで部分に深入りしない。

■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ② 初回派遣 （団体2名）



■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ③ 派遣１回目（団体５名）

⇒よく聞くと「依頼内容より重要な課題がある」という気づきと合意
⇒「理事の合意がとれていない」という認識、合意（書類は手段という理解）



⇒ 理事長と副理事長二人だったので結果として細かい合意形成ができた。
⇒ 副理事長の「思い」の「言語化」⇒「見える化」 ⇒「整理」をお手伝い

■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ④ 派遣２回目（団体２名）

独断で決めがちな



■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ⑤ 派遣３回目（団体４名）

⇒前回の理事長、副理事長にとっての「問題解決」を拡大した感じの会

課題を感じていた



■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ⑥ 派遣４回目（団体３名）

⇒ 新人理事の勉強会で理事組織について理解が深まった。
⇒ あとはがんばれ！みたいな感じ。

副理事長は独断で決めがちな
理事長の事業運営に課題を感じていたものの



■特定非営利活動法人ＭＳＩＳＫな派遣報告 ⑦ まとめ

理事長の依頼による派遣 ⇒ 事務局による基本情報のヒアリング

人材ヒアリングによる「真因」の確認
「依頼」は計画の策定 ⇒ 「真因」は組織的な合意がないこ

と

「真因」に対する組織としての答え探し⇒参加者コミュニケーションの促進

新しい組織体制に対するハレーションの発生 ⇒派遣を緩衝材として利用

報告をひたすら聞く ⇒ 組織としての自立を承認、送り出す感じ

寺岡的今回の派遣チームメンバーのポジション

リーダーの
良きフォロワー
【三浦さん】

困ったときの
トリッキー
パッサー

【稲田さん】

いつもながらの
劇場型

ファシリテーター
【てらおか】

※要約すると『「個人の不満」を「組織の課題」に昇華し、解決した』派遣でした。
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